タルコット・パーソンズのシステム論における相互交換メディアの特性と機能　――シンボリック・メディアと後期論考に注目して―― by 江川 直子 & Naoko Egawa
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論文題目 
 
タルコット・パーソンズのシステム論における相互交換メディアの特性と機能 
    －シンボリック・メディアと後期論考に注目して－ 
 
 
 
1. 論文内容の要旨 
 本論文は、学位請求者の長年にわたるタルコット・パーソンズ研究の成果をもとに、表題
の課題について展開したものである、 
 
                                  
＜内容要旨＞ 
 本論文は、20 世紀の社会科学に大きな影響を及ぼしたアメリカの社会学者タルコット・パ
ーソンズ(Talcott Parsons, 1902-1979)のシステム論において重要な機能概念である「交換メ
ディア」、中でも「シンボリックな交換メディア」について集約的に考察し、かつ彼が晩年に
展開した人間的条件システムにも分析を進め、それら各システムにおける下位システム間を
媒介するメディアの機能について詳細に研究したものである。 
 パーソンズは生物学、経済学、生理学、心理学、精神分析学、物理学、化学、哲学、数学等、
あらゆる分野から知識を吸収して独自の理論を創り、その理論は晩期になるほど哲学的にな
っていく。パーソンズ理論の独自性の一つは、初期の社会システム論の展開においてあみ出
した AGIL 図式に基づいたシステム論であり、その理論を応用して専門職、高等教育、人種、
性、親族、医療、宗教、経済、法律、政治、社会心理といった経験的（実証的）な領域の問題
も大胆に論じていった。またアメリカの価値システムについても分析し、アメリカの行方､広
くは近代社会の行く末にも危機感をもって見つめていた。 
 パーソンズは 1979 年に急逝し、2013 年で 34 年になる。その間、時代は変わりパーソン
ズ理論はもはや古典となりつつある。パーソンズについては、行為理論家、社会システム論
者、構造－機能主義者、相互作用論者と呼ばれる一方、解釈の妥当性、システムの整合性、一
貫性が問われる等、さまざまな議論をひき起こしてきた。その論議の過程で、パーソンズの
理論は初期、中期までは比較的解明されてきたが、後期、晩期になると未解明の部分も多く、
特に人間的条件、一般化されたシンボリック・メディアの部分は、いわゆるブラック･ボック
スのままになっている。シンボリック・メディアについての研究は、高城和義(1986)、ウタ・
ゲルハルト(2002)に見られるくらいで、他にはあまり見られない。高城は権力メディアにつ
いて、ゲルハルトは影響力メディアについて言及しているが、他のシンボリック・メディア
についての言及はない。 
 本論文では、社会システムおよび一般行為システムのシンボリック・メディアの性質、そ
れらのメディア間の相互交換過程、役割、重要性を明らかにすることを目的としている。さ
らに、行為を支えるシステムとしての人間的条件に関連するメディアの性質や相互交換過程
を検討することを目的としている。さらに、人間的条件のパラダイムについては不明な点も
多く、それらを検討し、理解を深めることを目的としている。 
 以上のような問題意識のもとに、筆者は本論文を次の 2 部構成として論を展開している。
まず第 1 部（第 1 章～第 5 章）においては、社会システムのシンボリック・メディアの特質
や動態分析、各メディアの相互交換過程、役割や機能を検討している。第 2 部（第 6 章～第
11 章）においては、一般行為システムのシンボリック・メディア、システムとしての人間的
条件のメディアについて言及し、各メディアの特質を検討する。さらにシステムとしての人
間的条件のパラダイムについて検討した。 
 第 1 部においては、社会システムの貨幣、権力、影響力、価値コミットメントの各シンボ
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リック・メディアを扱った。パーソンズは、社会をシステムとして捉えるようになってから
経済の領域から貨幣を、政治の領域から権力を、社会的共同体の領域から影響力を、信託シ
ステムから価値コミットメントのシンボリック・メディアと捉えたが、それら各メディアの
性質、特徴、問題点、相互交換過程、重要性を明らかにした。 
 第 2 部においては、一般行為、人間的条件のそれぞれ各段階のメディアを検討した。パー
ソンズは、一般行為システムを行動有機体、パーソナリティ・システム、社会システム、文化
システムに四分割し、システムとしての人間的条件を物理的－化学的システム、人間有機体
システム、行為システム、目的システムに四分割してそれぞれの相互交換過程からメディア
を抽出した。ここで、それぞれのメディアが生み出された背景、メディアの特徴、性質を明
らかにした。また、初期から晩期までパーソンズ理論に大きな作用を及ぼしているパレート
についても論じている。後半では、人間の存在する条件をより広くパラダイム（理論的枠組
み）として捉えていく過程を跡づけ、人間的条件が自然界と結びつく過程と関係を検証して
いる。 
 終章においては、これまでの議論をまとめて明らかになったこと、シンボリック・メディ
ア、広くは一般化された交換メディアについての諸概念と諸機能、およびそのシステム論に
おける意義と問題点について記述して、従来のパーソンズ研究に対する本論文の貢献を要約
し、最後に残された課題を整理した。  
 
２．論文審査の概要 
審査委員は、本論文を精読し、以下のように評価した。 
（１）本論文は、執筆者の多年にわたるパーソンズ研究の成果である。パーソンズはある個
人、ある集合体（共同体・社会）が、ある社会的状況または環境の中で成立し、存続していく
ためには、以下の４つの機能的要件を満たされなければないと考えた。１．適応（adaptation）、
２．目標達成（goal attainment）３．統合（integration）、４．形相維持（latency）である。
この４機能要件（AGIL と略称）を軸に、一般行為システムを行動有機体、パーソナリティ・
システム、社会システム、文化システムに分割し、社会システムをさらに経済、政治、社会的
共同体、信託システムに分割した。晩年には、一般行為システムを取り巻くよりマクロな人
間的条件システム（パラダイム）を構想し、（A）物理-化学システム、（G）人間有機体システ
ム、（I）行為システム、（L）テリック（目的）システムの体型を理論化した。 
パーソンズはさらに、これらの３システム間や、それぞれの下位システム間を機能的に媒
介し、作動させるエネルギーや情報等の交換メディアの重要性に着目し、一般化しようと試
みた。交換メディアについては、経済の中で働いているメディアとしての貨幣の発見にはじ
まっていることから、まず社会システムのそれぞれの交換過程から ｢貨幣｣（money）｢権力｣
（power）｢影響力｣（influence）｢価値コミットメント｣（value-commitment）を見出し、つ
ぎに人間の内面に迫って一般行為システムの相互交換過程から ｢知性｣（intelligence）｢遂行
能力｣（performance capacity）｢感情｣（affect）｢状況規定｣（definition of the situation）の
４つを見出している（Parsons and Platt 1973:432,439）。 
 これらが代表的なメディアであるが、パーソンズは正式には ｢象徴的に一般化された相互
交換のメディア｣（symbolically generalized media (medium) of interchange）と呼び、それ
らは行為者間の相互行為を促進したり規制するメカニズムに作用するものとし、メディアの
働きとして、情報を伝達し相互行為における ｢生産物｣（products）や生産要素、情報や価値
の配分や結合、インプットとアウトプットを制御する機能を担っている。本論文は、それら
のメディアの相違、また同一システムのメディアについてもパーソンズの時期毎に変化が見
られ、それらの変遷をも丹念に追い、その要因を検討している。例えば、後にパーソンズは
非公式にではあるが、一般システムのシンボリック・メディアについて、｢知性｣ ｢自我の能
力｣ ｢集合感情｣ ｢集合表象｣と訂正すると主張したが（Parsons, 倉田編訳,1984:35）、その背
景にはデュルケムの再考察の影響がある等の指摘がなされている。 
 このようにパーソンズの各システム論における交換メディア、特にシンボリック・メディ
アについての研究は比較的少なく、本論文のように社会システムと一般行為システムの８メ
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ディア、後述の人間的条件システムにおける４メディアすべてについて、集約的に整理・分
析し、解説した研究は、従来のパーソンズ研究に見られないものである。 
 
（２）パーソンズの膨大で多岐にわたる研究、論考について、その前期、中期については多
くの研究がなされ、論文・研究解説書が刊行されている。しかし、後期の人間的条件システ
ムについては多くない。本論文は、その後期の著作にも、相互交換メディアに焦点を当てつ
つ分け入り、経験的な秩序（A）、健康（G）、シンボリックな意味（I）、超越的な秩序（L）に
ついて詳述し、このレベルにおいてシンボリックとされたのは「意味」づけのメディアのみ
であることに注意を向けた。このことは人間の生存を可能とする物理化学的な環境などと相
互交換するメディアはエネルギーなど自然的事物であるが、その自然的条件の上に人間行為
が成立するが、その大部分がシンボリックな意味世界の内部で生起するという、人間行為の
特性を明らかにしたことになる。さらに重要な点は、パーソンズが一般行為システムの上位
（外側）に設定した「超越的な秩序」がシンボリックでないとした点である。これは筆者も
指摘するように、パーソンズの敬虔なキリスト教徒としての信仰的世界の表現でもあり、当
時のアメリカの代表的知識人の「保守的な世界観」を垣間見させてくれる。パーソンズの一
番弟子のロバート・ベラーが後に決別する潜在的要因でもあり、評者にとって特に興味深か
った。 
 
（３）筆者は、これらの諸メディを詳細に析出した上で、社会学における長年の重要課題で
ある、「社会秩序はいかにして可能かという問題」を「ホッブズ問題」とパーソンズは名づけ
たが、各メディがその秩序維持に果たす役割に注意を向け、貨幣メディアが金融秩序の維持
に、権力メディアが集合体の秩序維持に貢献し、影響力メディアはエリートと非エリートと
の均衡をはかるために、両者の緊張を処理するためのメカニズムとして働いて、社会構造を
平等にしていく。価値コミットメント・メディアは、パターンへのコミットメントの完結性
を維持して、価値実現をはかっていく。このように社会システムにおけるシンボリック・メ
ディアは、それぞれの領域において秩序を維持するために機能し、諸領域間にメディアの交
流があり、相互に影響し合って均衡をたもっている。こう主張するパーソンズが、ホッブズ
問題を解決する上でシンボリック・メディアの重要性に注目した点を指摘し、それぞれのメ
ディアの機能について論じている点も重要である。 
 
（４）動態論的分析ツール、また階層分析ツールとしての可能性 
 これら諸メディアの検討をする過程で、筆者が指摘した重要な点が、これらである。従来、
パーソンズらの機能主義による社会構造の分析は静態的にしか分析できないという批判を多
く受けていた。しかし、シンボリック・メディアの特性や機能を詳細に検討することにより、
各システム、およびそれぞれの下位システム間を諸メディアが動員され、流通している諸相
を解明することによって、各システム間、また各システム内部の動態的な様相が明らかにな
り、実証的分析の理念型的モデルになることが明らかにされた。この点は、さらに社会シス
テム自身の変動、いわゆる社会変動についてもパーソンズのシステム論が対応できるという
ことであり、有益な指摘である。 
 また筆者は、もう一つ階層分析ツールとしての可能性について論究している。これも重要
な指摘である。社会階層を分析する際には、経済的状況や政治的地位などからの捉え方が一
般的であるが、見落とされがちな統合の側面からの捉え方が大事であるとパーソンズは主張
している。サイバネティックな階統制から見ると、貨幣や権力のメディアよりも影響力のメ
ディアの方が上位にくる。同様に、一般行為システムにおいて知性や遂行能力のメディアよ
りも感情のメディアの方が上位にくる。つまり社会階層を分析する際に、影響力、感情とい
うメディアからの分析が重要であることが主張されている。近代化によって社会内の流動化
が進み、さらに近年のグローバル化によって諸社会間のエネルギーや情報の流通が進むとと
もに社会内格差が進展している。その格差の固定化を促進する要素として、1960 年代にパー
ソンズが考え出したシンボリック・メディアの機能は今なお有効であると指摘している。 
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以上、本論文は、パーソンズのＡＧＩＬ図式およびその中核に位置する「相互交換メディ
ア」、とりわけ「シンボリック・メディア」について集中的に扱った数少ない論考であり、こ
れまで、パーソンズの理論は初期の「主意主義的行為理論」と中期の「行為の一般理論」およ
び「社会システム理論」が主に取り上げられ、ＡＧＩＬという彼の一般的なシステム分化お
よびシステム動態の図式もそうした次元と分野に集中して論評されてきた。本論文は「一般
行為システム」と「人間的条件」というパーソンズ晩年の理論展開まで視野に入れている点
で、希有な貢献を果たしていることは言うまでもない。 
 
３．課題 
 パーソンズのシステム論全体を視野に入れた大部の論文ではあるが、課題も少なくない。 
（１）本論文は、タルコット・パーソンズという巨人の膨大な著作について、上記のメディ
アに焦点を当てて論述しているが、その研究スタイルは巨人的社会学者の足跡と業績を丹念
に追って解説する、ある種の学説研究である。日本においては同様のウェーバー研究、デュ
ルケム研究、ジンメル研究というものが成立しており、本学の旧社会学科においても、新明
正道、阿閉吉男、佐々木交賢という同様の著名な教授が多数活躍されていた。筆者の江川直
子さんは、パーソンズ研究では新明先生とともに日本の第一人者である松本和良・元本学教
授に長らく指導を受け、その古典的とも言えるパーソンズ研究のスタイルを踏襲している。 
 その意味で、本論文のような詳細なメディア研究は、それとして重要な業績ではあるが、
厳しく言えばパーソンズ理論に対する批判的分析が欠如した「解説」に過ぎないとも言える。
審査委員の研究的立場からは、「解説」を超えて、パーソンズ理論への批判的検討を期待した
い。そのためには、巨大なパーソンズに向けて展開している、これまた膨大な二次研究文献
をさらに精査し、それら先行研究への批判的考察と内在的批判をも行い、それらに対して本
研究が有する意義をより明確に論じることが期待される。 
 
（２）筆者は、本研究がパーソンズに対する幾つかの批判への反証となることを期待して、
上記２（４）における動態論的分析ツールや階層分析ツールとしての可能性に論究している
が、その論証は必ずしも十分ではない。前者に関しては、パーソンズ自身も『社会類型－進
化と比較』（原著 1966 年、邦訳 1973 年、至誠堂）、『近代社会の体系』（原著 1971 年。邦訳
1977 年、至誠堂）等において前近代の苗床社会から近代社会への展開を論じており、弟子の
ロバート・ベラーは日本社会の近代化に当てはめて『徳川宗教』を著している。これらが社
会変動論へと応用した成果であるが、そこにおける展開が十分なのか等のより詳細な批判的
検討が望まれる。 
 また階層分析ツールとしての可能性においても、本論文においては実際に適用して論証し
た成果を十分に提示できていないと感じられる。筆者自身による論証も、今後、期待される。 
 
（３）同様に、パーソンズの体系は実証性が欠如した抽象的誇大理論であるという批判に対
して、このメディア論、各メディアの詳細な把握から実証研究への橋渡しが出来るのではな
いかと論じてもいる。筆者が実施しているウタリ研究などの実証的研究を素材にして、この
点を筆者自身が証明していくことが必要である。 
 
（４）主査の中野は宗教社会学を専門とする立場からパーソンズの宗教理論には多大な関心
をかねてから抱いていたが、本論文でも検討されたパーソンズ晩年の「人間的条件」のうち、
宗教的シンボリズムの分析から導き出された「超越的秩序」の世界は実体または実在の世界
ではない。それをパーソンズは自然的物理的環境と同等に、シンボリックな世界ではないと
捉えている、彼自身のキリスト教的世界観の素朴な反映でもある。このような点を相対化し、
パーソンズが前提としている信仰的、価値的世界を解明し、そこから全体的なパーソンズの
理論体系の限界性、相対性を明らかに出来るのではないかとも期待している。 
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４．最終試験の結果 
本論文執筆者は１９９０年に中央大学大学院文学研究科社会学専攻博士課程後期を単位取
得満期退学し、その後、中央大学や共立女子大学、日本大学で非常勤講師として社会学を講
じていた。長年にわたるパーソンズ研究の成果は多数の論文及び単著、共著として公刊もさ
れており、学力および外国語の能力、実績は十分に有する。 
最終試験では上記課題に関連する質疑が行われたが、妥当かつ真摯な回答を行った。本論
文自体の課題や今後の研究方向についても意欲的かつ適切な自覚をもっている。本論文が上
述のような今後の課題や展開への期待を含むのではあるが、全体としては緻密なパーソンズ
研究の極めて優れた業績であると評価された。 
本論文は博士（社会学）の学位を授与するに値するものと認定する。 
 
